
市政の動き
（１月16日～２月14日）

市役所内で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

1月23日（火）
第５回田村駅周辺整備基本構想推進会議
担当課：都市計画課（☎65－6541）

田村駅を中心とするまちづくりビジョンコンセプトおよび田
村駅周辺整備基本計画（素案）について事務局から説明を受け、
意見交換を行いました。

１月29日（月）
第３回長浜市多文化共生・国際化のまちづくり市民会議
担当課：市民活躍課（☎65－8711）

長浜市多文化共生のまちづくり指針改定にかかるパブリック
コメントの結果および指針に基づく行動計画（案）について事
務局から説明を受け、意見交換を行いました。

２月７日（水）
第３回長浜市都市計画審議会
担当課：都市計画課（☎65－6562）

彦根長浜都市計画火葬場および長浜北部都市計画火葬場の決
定について、原案に同意することを議決しました。また、長浜中
央公園整備基本計画および長浜市都市計画道路見直し方針に
ついて、事務局から説明を受けました。

２月９日（金）
第３回長浜市景観審議会
担当課：都市計画課（☎65－6562）

平成29年度長浜景観広告賞の選定を行い、長浜景観広告大賞１
点と長浜景観広告賞４点を選定しました。また、琵琶湖辺における
広域的景観形成の取組にかかる素案について審議しました。

未
来
農
業
経
営
塾
を
開
催
し
ま
す

問
農
業
委
員
会
事
務
局（
☎
６
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－
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５
４
９
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国
民
健
康
保
険
の
窓
口
が

混
雑
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ま
す問保
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医
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課（
☎
６
５

－

６
５
１
２
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毎
年
好
評
の
「
長
浜
市
未
来
農
業
経
営
塾
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
次
世
代
の
農
業
と
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
、
新
し
い
農

業
へ
の
身
近
な
取
り
組
み
事
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

︻
と
　
き
︼

　
３
月
10
日（
土
）　
13
時
30
分
〜（
13
時
開
場
）

︻
と
こ
ろ
︼

　
高
月
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー（
高
月
町
渡
岸
寺
）

︻
対
　
象
︼

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

︻
定
　
員
︼

　
80
人
程
度

︻
内
　
容
︼

　
講
演

　「
長
浜
か
ら
は
じ
ま
る
　

　 

新
し
い
農
業
の
き
ざ
し
」

　 

バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
創
出
研
究
会

　
　
　
加か

藤と
う 

喜き

代よ

重し
げ 

氏

　
３
月
下
旬
か
ら
４
月
中
旬
に
か
け
て
は
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
・
脱
退
手
続
き
が
必
要
な
人
が
多
い
た
め
、

窓
口
が
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
の
際
は
、
左
記
の
必
要
書
類
を
確
認
し
、
時

間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
受
付
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
加
入
・
脱
退
の
手
続
き
に
必
要
な
書
類

︻
退
職
し
た
場
合
︼

○
勤
務
先
の
健
康
保
険
を
や
め
た
日
が
わ
か
る
書
類

　（
退
職
証
明
書
、
離
職
票
な
ど
）

○
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　 （
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
）

︻
就
職
し
た
場
合
︼

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○
勤
務
先
の
被
保
険
者
証
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介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

問
高
齢
福
祉
介
護
課（
湖
北
地
域
介
護
認
定
審
査
室
）（
☎
６
５

－

８
２
５
０
）

高
齢
者
の
声
を
﹁
橋
渡
し
﹂

　「
介
護
相
談
員
」
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
人
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
、
行

政
機
関
の
「
橋
渡
し
」
役
で
す
。

　
担
当
事
業
所
を
毎
月
訪
問
し
て
利
用
者
の

声
を
聞
き
、
問
題
の
改
善
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
提
案
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
定
例
会
や
研
修
会
な
ど
に
も
参
加

し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
る
活
動

　
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
介
護
相
談
員
に
話

を
す
る
こ
と
で
疑
問
や
不
安
が
解
消
さ
れ
、

安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
事
業
所
側
は
、
介
護
相
談
員
か

ら
利
用
者
の
声
や
気
付
き
を
聞
く
こ
と
で
、

サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
、
質
の
向
上
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

︻
募
集
人
数
︼
若
干
人

︻
活
動
期
間
︼
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
平
成
32
年
３
月
31
日

　
　
　
　
　
　（
２
年
間
）

︻
応
募
資
格
︼

　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
市
内
在
住
の
人

② 

高
齢
者
福
祉
お
よ
び
介
護
保
険
制
度
に
関

心
が
あ
り
、
当
該
活
動
に
対
す
る
熱
意
が

あ
る
人

③ 

週
１
回
程
度
の
事
業
所
訪
問
や
２
か
月
に

１
回
の
定
例
会
に
出
席
で
き
る
人

④ 

養
成
講
座（
６
月
頃
予
定
、
２
日
間
程
度
）

を
受
講
で
き
る
人

⑤ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
常
勤
職
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
な
い
人

⑥
普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
て
い
る
人

︻
報
　
　
償
︼
月
額
４
，４
０
０
円

　
　
　
　
　 

（
交
通
費
は
別
途
支
給
）

︻
応
募
方
法
︼

　
電
話
で
担
当
課
ま
で
。

※ 

提
出
書
類
な
ど
は
、
電
話
で
の
受
付
後
、

申
込
者
に
直
接
郵
送
し
ま
す
。

︻
締
　
　
切
︼
３
月
20
日（
火
）

︻
選
考
方
法
︼

　
書
類
審
査
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

学校・園活動
紹介

12

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が

生
み
出
す
も
の

　
鏡
岡
中
学
校
で
は
、
毎
年

10
月
に
余
呉
湖
で
開
催
さ
れ

る
「
余
呉
湖
健
康
マ
ラ
ソ

ン
」
に
生
徒
全
員
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま

す
。

　
朝
７
時
に
集
合
し
、
受

付
・
コ
ー
ス
誘
導
係
、
ス

タ
ー
ト
召
集
係
、
ゴ
ー
ル
着

順
札
係
、
完
走
証
発
行
係
、

手
荷
物
預
か
り
係
、
エ
イ
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
係
、
T
シ
ャ

ツ
販
売
・
募
金
係
の
７
か
所

に
わ
か
れ
て
活
動
し
ま
す
。

めざす子ども像
一、夢や目標をもち、それに向かって努力する子

一、思いやりのある心のやさしい子

一、ふるさとを愛し、誇りをもって生きる子

長浜子どものちかい
〜わたしたちはちかいます〜

一.元気にあいさつをします

一.名前を呼ばれたら「はい」と返事をします

一.「ありがとう」「ごめんなさい」をすなおに言います

一.困っている人がいたら言葉をかけます

一.人の話をしっかり聞きます

長浜子育て憲章
〜おとなが実践します〜

一.子どもに誠実に生きる姿を見せます

一.見守るまなざし、叱る勇気を大事にします

一.ルールとマナーを教え、奉仕の心を育みます

一.自然や人々に感謝の心でふれあう子どもを育てます

一.長浜に誇りをもち、地域に貢献する子どもを育てます

　
来
年
度
か
ら
、
県
下
初
の

施
設
一
体
型
義
務
教
育
学
校

と
な
る
余
呉
小
中
学
校
が
開

校
し
、
鏡
岡
中
学
校
は
今
年

度
を
も
っ
て
閉
校
と
な
る
た

め
、
今
回
は
開
会
式
に
生
徒

全
員
で
鏡
岡
中
学
校
の
校
歌

を
歌
う
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
の

皆
さ
ん
か
ら
「
校
歌
、
よ
か
っ

た
よ
」
と
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
生
徒
た
ち
も
大
変
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　
１
，０
０
０
人
を
超
え
る
ラ

ン
ナ
ー
の
対
応
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
係
は
想
像
以
上
に
大
変

で
す
が
、
自
分
に
任
さ
れ
た

仕
事
に
、
明
る
く
責
任
を
も
っ

て
取
り
組
む
生
徒
た
ち
は
本

校
の
誇
り
で
す
。「
あ
り
が
と

う
、
さ
わ
や
か
な
対
応
が
い

い
ね
」
と
た
く
さ
ん
の
感
謝

と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
が
ま
た
生
徒
た
ち

の
力
と
な
り
ま
し
た
。

　
他
に
も
余
呉
文
化
ホ
ー
ル

の
清
掃
活
動
や
子
ど
も
が
い

な
い
集
落
の
神
社
・
公
民
館

の
清
掃
活
動
、
小
学
校
や
こ

ど
も
園
の
運
動
会
、
地
域
の

文
化
祭
で
あ
る
「
は
ご
ろ
も

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
お
手
伝
い
な
ど
、
地
域
で

積
極
的
に
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

を
伝
統
と
し
て
、
新
校
に
も

引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

▲開会式での校歌斉唱

▲ボランティア活動の様子
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